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disorder as measured by near-infrared spectroscopy 
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論文審査の要旨 

 

 強迫性障害は、侵入的な強迫観念や繰り返される強迫行為に特徴づけられる

精神疾患で、前頭葉―辺縁系―基底核のループに障害があると考えられている。

本研究は、児童期の強迫性障害について、近赤外線スペクトロスコピィ（NIRS）

を用いた脳機能画像により強迫性障害の病態を解析したものである。NIRS は検

査が簡便で非侵襲的であり、児童を対象とした測定に適している。 

 未治療の児童期強迫性障害患児、及び、健常児を対象とし、前頭葉機能に関

連したStroop課題遂行中における酸素化ヘモグロビン変化をNIRSにより測定し

た。その結果、強迫性障害患児は健常児に比べ、前頭前野、特に、前頭極での

酸素化ヘモグロビン変化が有意に小さく、前頭極の機能低下が示唆された。前

頭極は侵入的な思考に関連する脳部位であり、この所見は興味深い点である。 

 児童思春期における強迫症状が成人期発症の統合失調症の前駆症状である場

合もあり、上記の所見が成人期の強迫性障害や統合失調症とどのように関連す

るか等、本研究の成果は今後の課題に繋がる発展性を有する。以上、本研究は

児童期の強迫性障害の病態生理を明らかにした有意義な研究であると評価され

る。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに精神医学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。 
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